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薬物乱用防止教室（１２月） 

   スクールサポータ

ーの山本英人様に 

講話をしていただきまし 

た。薬物の恐ろしさや、 

薬物をすすめられたと 

き、断る勇気を持ち、そ 

の場を立ち去るなどの具 

体的なアドバイスを教え 

ていただきました。 

歳末助け合い運動（１２月） 
   

生徒会活動で、歳末助け

合い運動を実施しました。

校内および、街頭での募金

活動を行いました。 

  いただいた募金は、後

日、長崎県共同募金に納め

ました。 

 

 

            

『 水 の教え 』     校 長  大 坂 良 一 

 

[ 水五訓 ]  

一、自ら活動して他を動かしむるは水なり 

二、障害にあい激しくその勢力を百倍し得るは水なり 

三、常に己の進路を求めて止まざるは水なり 

四、自ら潔うして他の汚れを洗い清濁併せ容るるは水なり 

五、洋々として大洋を充たし発しては蒸気となり雲となり雨となり雪と変じ霰（あられ）と 

 化し凝（ぎょう）しては玲瓏（れいろう）たる鏡となりたえるも其（その）性を失はざる 

 は水なり 

 

私は 30年以上前に、雲仙市の千々石少年自然の家 2階の大集会室で、掲示してあった上記の『水

五訓』を見て、初めて知り興味を持ちました。私たち生物が生きるために欠かせない大切な「水」、

その「水」を通して人間としての生き方を教えてくれる言葉を、戦国時代に黒田官兵衛がこの『水

五訓』という教えを残したと言われています。5 年前の NHK 大河ドラマ「軍師官兵衛」の主人公

が豊臣秀吉の知恵袋だった黒田官兵衛です。官兵衛は、晩年自分の名前を「如水」と改めています。

水の如く生きていく、ただ流されるのではなく、柔軟に、時に強く、懐を大きくして生きていくと

いう教えです。 

『水五訓』の私なりの解釈を書きます。 

一、自分自身が主体的に動くことで、周りの人も理解し納得して動いてくれるようになり、集団と 

しての大きな力が生まれる。 

二、物事を進める上で障害や壁があったとしても、それがエネルギーとして蓄えられ、いずれ 

大きな推進力となる。困難があっても努力を継続することが自分の大きな力となる。 

三、自分が信じた道を迷い止まることなく、前を向いて進んでいくことで道は開ける。 

四、嫌いな人でも嫌悪せず、大きな度量を持ち、良いところを見つけ共に頑張ろう。 

五、温度によって蒸気となったり、雲や雨、雪やあられに変化する、また器の形によっても丸 

や四角に変わるのが水。だけど水の本質は一切変わることはない。与えられた環境や置かれた 

場所の中でいかに最大の努力をしていくかが大切である。 

 

※平成 31年のスタートしました。 

先人の教えを道しるべとして、チーム城南として JOPを極めていきましょう。 
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  3年生は最後の球技大会です  1年のﾊﾞｽｹｯﾄの試合も白熱しました 
 

 ２月行事予定 

２月 ５日（火）  推薦入試 

   ６日（水）  マラソン大会 

    ８日（金）   総合学科発表会(本校) 

１０日（日）  吹奏楽部定期演奏会 

（さくらホール） 

１８日（月）  １，２年生学年末考査 

（２２日（金）まで） 

２８日（木）  卒業式予行 

        同窓会入会式 

人文自然系列では、上級学校を目指し、 積極的に 

少人数講座を開設しています。また、進路先に応じ

て多彩な科目を選択することができるところが魅力

である系列です。 

系列紹介 

保健講話  
 

   ～人文自然系列～ 
 

部活動紹介  

１１月に､道の駅「長崎街道鈴田峠」収穫祭において、「フラワーアレン

ジ体験教室」を開催しました。今年は２年生８名、３年生５名で参加し

てきました。毎年、親子連れから高齢者の方まで、たくさんの方にフラ

ワーアレンジメントを楽しんでいただいています。３年生が中心となっ

てデザインを考え、助っ人の２年生に作り方の手ほどきをして、本番を

迎えました。一対一で教えるのは、緊張しましたが楽しい時間が過ごせ

ました。また、販売ブースでは、城南産の野菜や草花が販売され、たく

さんの方にご利用いただきました。 

始業式の日に、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞについて注意喚起を行い

ました。感染経路や予防法などを皆で学びました。

手洗い、うがい、マスクの着用を心掛け元気に過ご

しましょう。 
 

球技大会  

～環境デザイン部～ 

部 
 

～手芸部～ 

部 
 

12 月 20 日（木）、球技大会を実施しました。 

小雨の降る中、サッカーや卓球、バスケットボ

ールなどの競技に一生懸命に取り組みました。 

ﾜｰﾌﾟﾛ速度部門表彰 

手芸部は、３年生の引退後、２年生７名で活動してい

ます。文化祭ではクラフトテープを用いたバッグや籠、布

わらじを製作し、展示しました。後半期は、協同作品とし

て、パッチワークキルトのラグを製作しています。少ない

人数ですが、各自目標を決めて製作に励んでいます。 

 

 

 

 

保健委員による 

全校生徒への講話 

情報処理部が、高等学校ワー

プロ新人競技会において、第３

位の成績で表彰を受けました。 

少
人
数
制
の 

数
学
授
業 


